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　最近，土曜日の夕方になるとTBSテレビの「人生の楽園」を夫婦で楽しく見るようになった。
60歳から70歳くらいの夫婦の第二の人生を取り上げており，「人生には楽園が必要だ。」と言う西
田敏行のナレーションに思わず頷いてしまう。私も今年で64歳。どうしても自分の人生を重ねて
しまう。そして，ちょっと憧れがあるにちがいない。
　家内も，ベニシアさんの「猫のしっぽ　カエルの手」を見てはウットリとしている。いずれも
ゆったりとした田舎暮らし（失礼）の中での自分流の喜びが描かれており，私たち夫婦の心を和
ませている。そういう年齢になったという事だろう。すなわち，もうそろそろ引退を考える年齢
という事だ。世間のサラリーマンでは取りざたされている定年がないと言われている我々開業医
では，引退すなわち医者の引き際をどのように迎えるのかは個人の問題であり，一定の決まりが
ないだけに，非常に悩ましい問題でもある。
　大学を卒業後小児科学教室に入局し，大学病院やあちこちの地方病院の病院勤務を経験してと
修業時代を過ごした。そのころは家の事は全て家内に任せ，昼夜を問わず仕事に研究にと邁進し
実績を積み上げ博士号も取得した。ここまでは多くの医者の通る道であろう。
　さあこれからどうしようか？
　そんな時，「私たちの子供の教育や今後の生活はどうするの。」の声とともに病院勤めから一転
して「町のお医者さん」としてのスタートを切ることとなった。自分としては第一の引き際と受
け止めていた。ところが，いざ開業してみると毎日が驚きと戸惑いの連続である。病院勤務時代
に充分経験してきたと自負していたのだが，診察室で見せる子供たちの表情。いろいろな表情を
見せてくれる。元気がなく暗い顔，困った顔，苦しそうな顔，それに伴う母親の我が子を思う表
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情。ところが病気が良くなると一転して元気で明るくハツラツとした子供らしい顔が現れる。当
然母親の顔にも。こちらも嬉しくなる。子供たちとの距離を近くに感じる瞬間である。そして小
児科医になった喜びを強く感じるときであり，これは皆様も同じ思いであろう。
　今年で開業25年を迎える。この間，医学知識が大きく伸びることは期待できなかったが，子供
たちと接する時間は十分で，臨床医としての経験は病院時代を大きく凌駕しているものと自負し
ている。自分なりに医者としての満足度はあると思っている。
　このような時に，「医者の引き際」を考えるようになろうとは。思いは複雑である。現実には
年とともに肉体的な衰えは隠せず，日々の診療による疲れや記憶力の低下は言うに及ばず，最近
では診療意欲にも陰りが感じられるようになった。
　スポーツの世界でも，自分の力が落ちた時が引き際として描かれる事が多い。そもそも職人芸
の持ち主は，みんなプライドを持っている。そのプライドを傷つけられることは命を取られるこ
とと同じだ。だから，「あっ。」と思った時に潔く引退する人が多いようだ。逆に，「もはや引退
だな。」と思われても現役を続ける人もいる。生涯現役という立場である。日本人は，前述の潔
い引き際が好みのようだが，現役を貫くことが評価されている場合もある。日本の伝統芸能であ
る歌舞伎役者や人間国宝と言われる人たちがその例であろう。いずれにしても，どちらが良かっ
たのかは後になってからでないと評価は難しい。引き際の美学はそれぞれその人によって異なる
からである。
　さて，我々開業医の引き際はどうしたものであろうか？
　世間では「定年がない。」という事で一致していると思われる。年齢を重ねれば重ねるほどに
人間的な円熟味は増し，外からは限界が見えにくくなるだろう。すなわち，「自身の判断で決め
なくてはならない。」という事だ。最近では，まだ早いと思われる引退を選ぶ先生も見られるよ
うになってきた。だが，「もっと続けられる，生涯現役だ。」と頑張り，それが評価されている場
合もある。日野原重明先生がその一例であろう。
　私自身は，元気なうちに早く引退して，「あれをしてみよう，これもしてみよう，あそこに行
こう，『人生の楽園』を体感しよう。」等々，夢は大きく膨らんでいる。その一方で，今の「先生」
と呼ばれ，子供たちの笑顔や親からの心地よい感謝の言葉を手放したくないとの思いも強く，政
治家や創業経営者に見られるように，「まだまだ現役だ。教えることは沢山残っている。私が居
なくてはみんなが困るんだ。」と傲慢とも取れる思いもある。自身の知力，体力の衰え等，なか
なか認めたくないのである。誰にでも意地やプライドはあるという事だろう。
　「引き際の美学」をどう貫くのか。惜しまれながら完全リタイヤを考えるのか。あくまでも現
役続行にこだわるのか。はたまた少しずつ仕事を減らし，私の「人生の楽園」も追求するのか。
いろいろと悩むが，昔からすると多くの選択肢が考えられる世の中になった気がする。悩んでい
るつもりでも，「まあその場その場の成り行きだな。」と，またいつもの日常を過ごし，小児科医
を続けて行くのではないだろうか。さてどうなるか。自分自身に「乞うご期待」だね。



− 3 −

日本小児科医会
地域総合小児医療認定制度について

　地域総合小児医療検討委員会担当副会長

 神　川　　　晃

　日本小児科医会では平成20年に，小児科専
門医は総合医であるが，₃年間の研修では経
験不足で，そのため専門医取得後に総合診療
を行うために補完，習得すべき研修内容と総
合医としての役割を定め，研修実績により「小
児科総合医」として認定する制度をまとめま
した。小児科専門医が，基幹病院，地域小児
科センター，振興小児科，一般病院小児科と
小児科開業医どこでも総合診療が必要です
が，地域医療を行う地域小児科センター，一
般病院小児科と小児科開業医では地域で要求
される総合診療が必要です。「小児科総合医」
では，地域医療を行う小児科専門医の総合診
療能力のレベルアップにとどまらず，子ども
達がどの地域に住んでいても一定レベルの小
児医療，保健が受けられるような研修体制を
構築することを提案しました。
　₁年後の平成21年日本小児科学会に総合小
児医療検討委員会が設置され，総合小児医療
のうち，子どもが成育する地域で小児科医が
どのようにあるべきかが議論されました。そ
して，小児医療・保健・福祉には，子どもが
罹患する疾患への対応と子どもの健全な発育
への総合的支援が包括され，両者のバランス
を保ち，より地域に密着して実践していくこ
とが “地域総合小児医療” であるという概念
が生まれ，平成22年₄月に改訂された−専門
医資格取得のための−小児科医の到達目標

（改訂第₅版）に反映され，到達目標の24番
目に地域総合小児医療が加えられました。地
域総合小児医療の一般目標は，地域の一次・

二次医療，健康の増進，予防医学，育児支援
などを総合的に担い，地域の各種社会資源・
人的資源と連携し，地域全体の子どもを全人
的・継続的に診て，小児疾病の診療や成長発
達，健康の支援者としての役割を果たす能力
を習得することとされました。
　小児科専門医は総合医ですが，中核病院で
は臓器別専門医としてさらにその専門性を深
め診療，研究していくことが要求されるで
しょうし，地域総合小児医療を行う医療機関
は地域での要望に合わせて総合診療を深化さ
せていくと思われます。

日本小児科医会
地域総合小児医療認定医制度
　地域において小児科医は，小児医療は勿論
ですが，校医・園医などの学校保健，予防接
種，障がい児支援，乳幼児健診，地域の初期
救急，地域での講習会開催，在宅医療，行政
や医師会そして小児に関連する職種とのネッ
トワークの構築など幅広い分野で活躍し，地
域の実情に合わせてさらに活動の幅を広げて
います。しかし，すべての小児科医が開業す
ると同時にこのような活動を実践できたで
しょうか。色々な経験を積んでいく中で地域
の総合医になったのではないでしょうか。平
成24年日本小児科医会は地域総合小児医療検
討委員会を組織し，「小児科総合医」まとめ
と小児科医の到達目標の24地域総合小児医療
の分野を勘案して，認定の評価項目を定め地
域総合小児医療認定医制度を開始しました。
　認定医のイメージは子どもの地域包括ケア
のできる小児科医です。厚生労働省は高齢者
の地域包括ケアを推進しています。高齢者の
地域包括ケアは，住んでいる地域の高齢者を
中心に医療，介護，生活支援・介護予防を医
師会，地域包括センターを主とする行政，在
宅・居宅系サービス，民間団体，ボランティ
アなど多職種の人々が提供しますが，将来検
討される子ども地域包括ケアでは，更に教育
も加わります。これらを実践できる小児科専
門医を地域総合小児医療認定医として認定
し，認定医は地域小児科センター，一般病院

最近の話題

（６）
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小児科，新興小児科医の勤務医と小児科開業
医が取得すると想定しました。新専門医制度
が始まる平成29年までに，地域で研修医など
に総合小児医療を指導する医師を早急に養成
する必要があり平成26年から28年は暫定制度
として運用することとしました。
　地域総合小児医療認定医制度では，認定に
必要な条件を₃つとしました。
１，小児医療の質を証明するものとして小児

科専門医であること　
２，当会の総合診療医を育成する役割を理解

され，継続して地域総合医療を実践してい
ただける証明として当会の会員であること

３，生涯研修もふくめ地域貢献を果たしてい
る証として認定委員会が別に定める認定基
準を満たしていること　

　また，認定基準は，下記の各要件について
地域貢献活動実績を単位化し，かつ関連する
研修を受講することも定めました。
　⑴小児救急医療に参加している
　⑵母子保健，乳幼児健康診査に習熟してい

る
　⑶予防接種に習熟している
　⑷学校医としての学校保健に積極的に参画

している
　⑸保育所嘱託医・幼稚園園医としての乳幼

児保健に積極的に参画している
　⑹障がい児医療，在宅医療に関わっている
　⑺子どもの虐待，発達障害，子どもの心の

問題に関わっている
　⑻子どもに関わる人々とのネットワークの

構築に寄与している
　⑼育児支援を実施している
　⑽病児・病後児保育を実施している
　⑾医学生・臨床研修医への地域研修に関

わっている
　⑿生涯研修を心がけている
　現在地域総合小児医療を実践している小児
科医を地域総合小児医療認定医として認定
し，次世代の地域小児医療の担い手の育成に
寄与していただきたいと考えております。
　小児科専門医は，小児科医としての研修の
中で臓器別専門医にとして中核病院や地域小

児科センターに進むキャリアパス，地域総合
小児医療認定医として地域小児科センター，
振興小児科，小児科開業医となるキャリアパ
スもあると思います。臓器別専門医も開業す
るならば認定医を取得され，地域で小児の総
合診療にかかわると同時に指導的立場として
活躍されることを希望しています。
　高齢者の地域包括ケアの次には子どもの地
域包括ケアが求められると予測しています。
地域医療の現場に必要な₂本の柱は，医療提
供体制の構築と地域包括ケアの構築です。小
児科学会は小児医療提供体制を整えていま
す。小児科医会は地域包括ケアの担い手であ
る地域総合小児医療認定医を育成して行く予
定です。小児科総合診療医である皆様のご理
解をいただき，地域総合小児医療認定医を取
得していただきたいと考えております。ぜひ
地域で果たされている仕事を自己採点・評価
していただき地域総合小児医療認定医に登録
していただけますようお願い申し上げます。
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研 修 会 抄 録研 修 会 抄 録研 修 会 抄 録

平成26年度横浜市小児科医会研修会
平成26年10月７日（火）

<講演１>

「Ｂ 型 肝 炎 予 防 の 新 展 開」

 済生会横浜市東部病院小児肝臓消化器科　顧問　藤　澤　知　雄
 ＮＰＯ法人　日本小児肝臓研究所　理事長　　　藤　澤　知　雄

　厚生労働省は2016年度からＢ型肝炎ワクチンを₀歳児に限り，定期接種化する方針を発表しま
した。ここ数年間でＢ型肝炎ワクチンの接種率は約１％から約40％と飛躍的に上昇しました。定
期接種化までにあと１年あり，定期接種対象者以外の年齢層にも接種が必要な子どもは残ってい
ます。
　また，混合ワクチンの開発，実用化の必要性，さらに優秀なＢ型肝炎ワクチンの開発など，多
くの問題が残っております。
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　水痘はワクチンで予防が可能な病気であ
る。一般に軽い病気と信じられているが，感
染者の₂〜₆％は入院となり，その多くは基
礎疾患のない者である。水痘による死亡率は
罹患者10万人あたり0.04-0.08人と報告されて
いる。妊娠中の罹患で胎児水痘症候群の発症
も一部で報告されている。水痘はワクチンで
予防したい病気である。
　水痘ワクチンは日本の高橋理明博士により
世界で始めて開発された。このワクチン株（岡
株）は現在も世界で唯一の水痘ワクチン株で
ある。日本では1987年に市販開始され，今年
2014年に17年ぶりに定期接種化が決まった。
アメリカでは1995年に₁回接種で定期接種が
始まり，2006年には₂回接種となり現在に
至っている。アメリカでの経験から，水痘ワ
クチン定期接種による流行沈静効果は明らか
である。ただし水痘ワクチンは１回接種だけ
では１次ワクチン不全（1st vaccine failure）
の影響で流行の沈静化は困難と考えられたた
め，アメリカでは水痘ワクチン定期接種を₂
回接種に変更し大きな成果を挙げている。水
痘ワクチン₂回接種の接種間隔を他の定期接
種国でみると，短期（１か月〜１年）の国か
ら中〜長期（₅〜10年）の国までさまざまで
ある。しかし水痘流行がまだ残る日本の状況
を考えると，₁次ワクチン不全対策を優先し，
短期の接種間隔を選ぶべきと考えられる。日
本で予定されている₆か月〜１年間隔の₂回
接種方式はその意味で妥当と考える。
　高齢者対象の肺炎球菌ワクチン接種はアメ
リカでは以前より23価肺炎球菌多糖体ワクチ
ン（PPSV23）が定期接種として採用されて
いる。日本ではこれまで定期接種化されず任
意扱いでPPSV23の接種が行われていたが，
2014年10月より65歳以降の高齢者対象の肺炎
球菌ワクチンがＢ類として定期接種化される

ことが決定した。日本国内で高齢者対象の肺
炎球菌ワクチンとして認可されていたのはこ
れまでPPSV23のみであった。ところが2014
年₆月に小児用13価肺炎球菌結合型ワクチン

（PCV13）が高齢者対象の肺炎球菌ワクチン
として適応を取得した。
　PPSV23はこれまで高齢者対象の臨床試験
の中で有効性ありとされたりなしとされたり
と評価が今ひとつ定まっていなかった。アメ
リカでは有効性ありの可能性もあるワクチン
として定期接種が継続されていた。PCV13
は2010年にアメリカで始めて小児対象に使用
が始まった非常に新しいワクチンで，高齢者
対象の臨床試験はまだ始まったばかりであ
る。その中でPCV13の高い免疫効果を実証
する信頼度の高い臨床試験結果の速報を受け
て，アメリカのACIPは2014年₈月に高齢者
対象の肺炎球菌ワクチン接種の推奨を現行の
PPSV23の₁回接種から，最初にPCV13を接
種し一定の間隔をあけてPPSV23を接種する
合計₂回接種に変更することを決定した。
2014年10月より始まる日本の高齢者対象肺炎
球菌ワクチン定期接種は予定通りPPSV23の
みが採用されるのか，PCV13も定期接種に
採用されるように変更されるのか注目される
ところである。

<講演₂>

「2014年10月以降に定期化された予防接種に関して」

 帝京大学医学部附属溝口病院小児科　渡　辺　　　博
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　1985年から開始された旧厚生省によるB型
肝炎母子感染防止事業により小児期のHBV
キャリアは10分の₁以上に激減しました。一
方，社会環境の変化，HBV母子感染予防の
重要性の風化，などにより母子感染防止の不
徹底が目立っています。さらに我々は，唾液，
涙，汗，尿にもHBV DNAが存在し，感染性
があることを世界で初めて証明しました。我
が国が属しているWHO西太平洋地域では，

“Knock down Hepatitis B by 2012” という
スローガンをかかげ新生児からのHBワクチ
ン接種の徹底を呼び掛けています。しかし，
Ｂ型，Ｃ型のウイルス性肝炎による死者数が
アジアを中心に急増し，2010年の死者は当初
の予想を超える140万人以上となってしまい

ました。この数字はエイズウイルスとほぼ同
数で20年前に比べ46%増加し，結核やマラリ
アの死者数を上回りました。現在HBワクチ
ンはWHO加盟国の93%で定期接種化され，
アジアでは母子感染防止のみ行っているのは
我が国のみです。HBワクチンは癌予防ワク
チンであるとともに，定期接種化により成人
の急性肝炎が各国で激減しています。しかし，
我が国でのＢ型急性肝炎の発症数は年間約₁
万人と推定され，新たに約1,000人のキャリ
アが発生している可能性があります。この現
状をよく理解し，我が国としてHBV感染を
どのように制御するのか早急に決定すべきと
考えます。

第37回横浜市産婦人科医会・小児科医会研究会
平成27年２月₆日（金）

「我が国のB型肝炎ウイルス感染症の現状 ―B型肝炎は性感染症なのか？―」

 済生会横浜市東部病院　小児肝臓消化器科　乾　　　あやの
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　　横浜市小児科医会会長
　藤　原　芳　人

○東日本大震災の被災₃県の各小児科医会か
ら今年度の義援金への礼状
　岩手，宮城，福島それぞれの小児科医会
から礼状が届いております。（別掲載）いず
れも大変有意義に利用されてる様子です。
次年度も引き続き会員の皆様の篤いご支援
をお願い致します。年会費納入の際に併せ
て義援金のご送金いただければ幸いです。

○日本小児科医会による「地域総合小児医療
認定制度」の運用開始について
　本年１月までの締め切り時に横浜市小児
科医会としては18名の申請を行いました。
　本制度は『将来，総合診療専門医が地域
医療の主役となる可能性が示唆され，さら
に小児科専門医がより臓器別専門性を高め
ていくことが推測されております。地域で
小児の医療，保健，福祉を担っていく小児
科専門医が軽んじられ，次世代小児科医の
育成が困難になることが危惧されます。そ
こで，日本小児科医会では，小児科学会，
日本小児保健協会，日本外来小児科学会と
恊働して，地域総合小児医療制度の運用を
開始することになりました。』とあります。
　学術研修に偏重しないで，学校医，保育
園医，幼稚園医としての活動。乳幼児健診，
育児相談，虐待防止活動，発達障害や小児
のこころのケア，予防接種，休日診療，夜
間急病診療出動などにも重きをおいていま
す。是非，小児科医のアイデンテイテイを
保つためにもご登録を勧め致します。

○人事異動のお知らせ
　₅月の総会にて承認いただく予定ですが，

学術担当幹事の森哲夫先生（もり小児科）
の辞任の意向により後任として相原雄幸先
生（相原アレルギー科・小児科クリニック）

を推挙しご本人の受諾をいただきました。
　会長職については協議する機会を逸して
しまいましたので，今期も藤原芳人が継続
させていただきます。来期以降に関しては
総会にて任期と改選規則などを決定してい
ただきたいと思います。

○横浜市立大学発生成育小児医療学教室
　横田俊平先生の後任教授として伊藤秀一
先生（横浜市大平成₅年卒）が決まりまし
た。専門は腎臓，リウマチ，膠原病部門で
す。非常に若い先生ですが，ご本人の経歴
によれば，名だたる小児病院での診療経験
と大学院と留学先での基礎研究歴は小児医
療において，絶大なる行動力を発揮できる
ものとして期待されます。広範囲な部門に
おいて教室が真の一流を目指す心構えのよ
うです。180余名の教室員を擁する大医局
を預かりながら活気のある民主的な運営を
心がけておられます。構成員の若い医局で，
また女性医師が約半数を占める中，教室の
理念を引用させていただくと『安心感や帰
属感のもと，個人と教室の両方が継続的に
成長，発展するための環境を創造する。教
室員の安定と幸福が患児と家族の幸福，病
院さらに社会の利益に帰結する。』とあり
ます。益々の発展を祈念致しますと同時に
本会との恊働もよろしくお願いしたいと思
います。

○受動喫煙防止対策の意見広告
　「禁煙・分煙活動を推進する神奈川会議」

（会長中山脩郎）から₅月31日の世界禁煙
デーに向けて神奈川新聞に受動喫煙防止対
策の意見広告を全面広告（セミナー開催の
取材記事として）で掲載することとなり，
本会は共催と寄付の依頼を受けました。こ
れに賛同して共催と寄付（10万円）をする
ことになりました。私，藤原はこの会議の
理事であると同時にセミナーのパネリスト
を努めます。東京でのオリンピック・パラ
リンピックの開催にからめ，「受動喫煙防
止のための法整備」の一里塚と考えていま

医会通信
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す。既に，₄月₆日，12日，18日，24日の
紙上に本セミナーの告知が掲載されていま
す。その後，全面広告記事の記載は，世界
禁煙デーの₅月31日付けになります。是非，
このセミナーの意図するところに注視して
いただければ幸いです。

○₆月₅日（金）の第38回横浜市産科小児科
研究会
　仮題「一小児神経科医の想い　子どもの
健全育成と小児在宅医療の進展を願って」
社会福祉法人　キャマラード　重症心身障
害児者在宅支援多機能施設　みどりの家診
療所所長　三宅捷太先生
　仮題「産科医療補償制度の診断書・診断
医について」市大市民総合医療センター小
児科の渡辺好宏先生　　　　の予定です。

 平成26年12月27日

お　礼（心をこめて）

横浜市小児科医会
　会長　藤原　芳人　先生
 岩手県小児科医会
 会長　三浦　義孝
拝啓
　時下ますます清栄のこととお慶び申しあ
げます。この度は貴小児科医会より支援金
をお送りいただき有難うございました。
　東日本大震災から₃月₉か月が経過しま
した。震災当初よりは出動回数は減って来
ておりますが，今も県医師会高田診療所に
出向いております。その度に高田の町を見
てくるのですが，涙がでます。被災地では
復興に向け様々な取り組みが行われていま
すが，未だに仮設住宅に住み不自由な生活
を余儀なくされています。かさ上げの作業
も急ピッチで行われていますが，まだまだ
８年10年はかかります。学校の校庭は，仮
設住宅で占められています。子どもたちの
遊び場，運動場がありません。道路は，工

事車両が頻繁に走っているので，自転車で
走り廻れる場所がないなど，子どもたちに
とっても辛い環境になっています。
　今年６月，「復興を担う子どもたちのため
に〜小児医療の温故知新〜」をメインテー
マにし，第25回日本小児科医会総会フォー
ラムを盛岡市で開催させていただきました。

「復興に前向きに生きて行く」という意味で
も，盛会裏に終わり良かったと思っています。
　横浜市小児科医会の会員の先生方には，
多大なご支援や励ましをいただき，心から
感謝申し上げます。震災の教訓を忘れるこ
となく，一日も早い復興に向け更に努力し
て参ります。今後もよろしくご指導下さい。
有難うございました。
 敬具

横浜市小児科医会
　会長　藤原　芳人　先生

拝啓
　東日本大震災に際しましては，早速丁重
なるお見舞いおよび義援金を賜り厚く御礼
申し上げます。又，今年も継続して義援金
をお送り頂きまして誠に有難うございます。
心から感謝申し上げます。
　震災による被害は沿岸部を中心に甚大で
ありましたが，皆様のご協力により徐々に
ではありますが復興が進んでおります。当
会では，貴会より，頂戴した貴重な義援金
を本年度も仮説住宅に住む子どもたちのた
めに「ロタワクチンの無料接種」追加事業
に活用させて頂くことを決定致しました。
　宮城県小児科医会は今後とも心を一つに
復興支援に取り組み，皆様のご協力とご支
援で苦難を乗り越えていく所存です。
　お心遣いに深く感謝申し上げ御礼とさせ
て頂きます。
 謹白
平成26年12月
 宮城県小児科医会
 会長　奥村　秀定
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　以上略儀ながら書中をもって御礼の御
挨拶とさせていただきます。
 謹白

追伸：なお当医会事務局は従来と同じく
以下のとおりですが，会長の医療機関名，
所在地が変更になりましたのでお知らせ
申し上げます。

福島県小児科医会
　会長　太神　和廣
　　〒963−0211
　　　福島県郡山市片平町出馨東５−５
　　　（医）健生会　おおがクリニック
　事務局　竹内　真弓
　　〒960−8072
　　　福島市北中央１−48−１
　　　竹内こどもクリニック

平成26年12月吉日
　横浜市小児科医会
　　会長　藤原　芳人　先生御机下

 福島県小児科医会
 会長　太神　和廣

謹啓
　時下，貴会の皆様方におかれましては
益々ご清祥のこととお慶び申し上げま
す。
　早いもので，震災・原発事故後３年９ヶ
月が経過いたしました。当県におきまし
ては震災・原発事故からの復旧復興へむ
け全県民をあげ努力を重ねているところ
であり，生活環境においては一部の避難
地域を除いては震災・事故以前と同様に
戻りつつあります。しかし子どもたちを
取り巻く環境においては年少人口の減少
もみられることからも推察されるよう
に，当県の子育て環境には不安を抱かざ
るを得ない状況であることも事実であり
ます。
　当福島県小児科医会としても震災・事
故以降，子育て支援を当会活動方針の中
心にすえ「福島のこどもたちの未来を守
ります」をスローガンとして諸活動を行
なってまいりました。このような活動に
対し諸方面よりの御支援をいただいてお
りますが，なかでも貴会よりは度重なる
御支援をいただいており改めて厚く御礼
申し上げます。
　この度はまたの御支援として貴重なか
つ過分な支援金を頂戴いたしまして誠に
有難うございました。貴会の諸先生方の
ご高配に敬意を申し上げるとともに，ご
厚情に心より深謝申し上げます。
　貴会より頂いた支援金は当会による今
後の子育て支援活動の一環として有難く
活用させていただきます。
　最後になりましたが，横浜市小児科医
会の先生方の益々のご発展とご健勝を心
より祈念申し上げます。
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区会だより区会だより

青葉区小児科医会

　平成26年度下半期の活動を報告します。

１．青葉区学術講演会（小児科医会合同）
　　日時：平成27年₁月30日　19時30分
　　会場：青葉区医師会館
　　演題：「日常経験する小児外科疾患 
　　　　　―小児便秘症の治療と肛門周囲膿
　　　　　瘍を中心に」
　　演者： 昭和大学横浜市北部病院こどもセ

ンター小児外科
　　　　　講師　大橋　祐介先生

　＊ 昭和大学藤が丘病院の小児外科部門が昭
和大学横浜市北部病院に統合され，横浜
市北部地域の小児外科疾患のほとんどが
お世話になっています。大橋先生には，
便秘症，肛門周囲膿瘍を中心に日常診療
でよく経験する小児外科疾患について講
演していただきました。便秘の治療はな
かなか難しく，数年かかることもよく経
験します。便を出すことの重要性をまず
保護者によく理解してもらい，週に₃〜
₄回の排便を維持していくことの重要性
を再認識しました。肛門周囲膿瘍に対す
る排膿散及湯と十全大補湯の使い方，臍
ヘルニアの圧迫療法の実際，停留精巣の
手術時期等，各疾患についての知識を
up dateすることができました。

２．第25回藤が丘小児科クラブ（青葉区小児
科医会共催）

　　日時：平成26年12月₃日　19時30分
　　会場：昭和大学藤が丘病院Ｃ棟講堂
　　演題： 
　　　症例検討
　　　　「汎副鼻腔炎に対し耳鼻科的緊急対
　　　　応を要した細菌性髄膜炎・脳膿瘍の
　　　　男児例」

　　　　　昭和大学藤が丘病院小児科
　　　　　石川　琢也先生
　　　　 「有口赤血球症に合併した肺ヘモジ

デローシスの₁例」
　　　　　昭和大学藤が丘病院小児科
　　　　　秋山　康介先生
　　　　 「デング熱の₂例：国内発症例と渡

航後の発症例」
　　　　　昭和大学藤が丘病院小児科
　　　　　渡邊　常樹，斎藤　千聖先生
　　講演「低身長と成長ホルモン治療の実際」
　　　　　昭和大学藤が丘病院小児科
　　　　　藤本　陽子先生
　＊₃歳くらいまでは栄養，幼児〜学童は成

長ホルモン，思春期では性ホルモンが身
長の伸びに主に関与しており，思春期の
身長増加は個人差が少なく，思春期が始
まったときの身長によって最終身長がだ
いたい決まってしまうそうです。身長が
−2SDよりも低く推移している場合，₃
歳〜就学前に一度専門医へ紹介してほし
いということでした。

３．青葉福祉保健センター主催の講演会への
講師派遣

　　会場：青葉福祉保健センター
　　日時：11月27日　13時30分
　　　「乳児期親向け講座」
　　　　長浜医院　長濱　隆史

 （文責　林　　智靖）
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東部小児科医会

　平成26年度後半の主な活動を報告します。

＊第91回横浜市東部小児科医会
　日時：平成26年12月11日　19時30分
　会場：横浜労災病院
　　演題₁：小児プライマリケアにおける新

規抗てんかん薬の役割
　　演者：横浜労災病院小児科
 大松　泰生先生
　　特別講演：こどもの泌尿器の病気「小児

泌尿器科医からのメッセ―
ジ」

　　演者：神奈川県立こども医療センター泌
尿器科部長 山崎雄一郎先生

＊第92回横浜市東部小児科医会
　日時：平成27年₂月26日　19時30分
　会場：横浜労災病院
　　横浜労災病院症例検討会
　　テーマ₁ [予想外の経過・診断となった

症例]
①₁歳女児「ペットボトルの蓋で遊んでい

たら」 下里　侑子先生
　②発熱・膝関節腫脹で紹介された₂歳児
　 杉山　弘樹先生
　③川崎病で紹介された₂例
 五十嵐梨紗，大松　泰生先生

④家族歴聴取の重要性：生後₃ヶ月の発熱・
意識障害 辻本　信一先生

⑤遺尿で紹介された₃例 大松　泰生，
 佐藤　厚夫，城　　裕之先生

　テーマ₂[こんな研究をしています]
　　　　　　豊福　明和先生
　テーマ₃[小児外科診療のご案内]
　　　　　　小松　秀吾先生（₄月赴任予定）

　今年度も横浜労災病院・済生会横浜市東部
病院の先生方のご指導，ご協力のもとに計₅
回行われました。₂病院の症例検討会では

我々開業医にとっても示唆に富む症例も紹介
され，今後も病診連携を深めていきたいと
思っております。なお任期満了に伴い幹事会
にて次期会長に川端清先生（鶴見区）が指名
され，₅月の総会の承認を経て交代致します。
在任₄年間ご支援ご指導を頂き誠に有難うご
ざいました。
 （文責　山下　誠夫）

西部小児科医会

　平成26年度下半期の活動を報告いたします。

※横浜市東部西部合同小児科医会
　今回は西部小児科医会が主催し開催されま
した。
　日時：平成26年₉月11日（水）
　会場：崎陽軒本店ダイナスティー
　１．講演
　　　演題：自閉症とてんかん（てんかん治

療ガイドライン2010にそって）
　　　演者：横浜市立市民病院小児科
　　　　　　担当部長　四家　達彦先生
　２．特別講演
　　　演題：小児呼吸器感染症における耐性

菌の現状と抗菌薬適正使用
　　　演者：富士重工健康保険組合太田記念

病院院長　佐藤　吉壮先生

 （文責：尾﨑　　亮）
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南部小児科医会

　横浜市南部小児科医会の最近の事業内容を
ご報告します。
●第19回南部病院小児科地域連携集談会
　₇月16日（水）
　於　済生会横浜市南部病院
　共催：済生会横浜市南部病院小児科，
　　　　Meiji Seikaファルマ株式会社
　①上気道炎の発熱に伴う洞性頻脈の₅ヶ月

女児 町田　　碧先生
　②汎血球減少で発症した急性リンパ性白血

病の₁例 池田　順治先生
　③生後₇ヶ月の点頭てんかんの₁例
　 和田　容輔先生
　④小児自己免疫性溶連菌感染関連性精神神

経障害（PANDAS）の₁例
 長崎　　梓先生
●第20回南部病院小児科地域連携集談会
　12月10日（水）
　於　済生会横浜市南部病院
　共催：済生会横浜市南部病院小児科，
　　　　Meiji Seikaファルマ株式会社
　①やったー！ツチノコと思ったら…マムシ

咬傷の₁例 門倉　伶那先生
　②麻痺性イレウスを合併した急性膵炎の11

歳女児 北尾　牧子先生
　③一過性の高CK血症を伴った抗核抗体陽

性のITPの14歳女児 和田　容輔先生
　④生後₁ヶ月の百日咳症例
 服部　成良先生
●定例拡大幹事会
　平成27年₁月₉日（金）
　於　横浜駅西口　金谷
●第13回横浜市南部小児科医会･金沢区小児

科医会新年合同研究会
　₁月31日（土）
　於　横浜テクノタワーホテル
　共催：金沢区小児科医会，第一三共株式会

社，ジャパンワクチン株式会社

　特別講演
　講師：外房こどもクリニック
　　　　　院長　黒木　春郎先生
　演題：日本におけるワクチンのインパクト

とこれからの課題
●第21回南部病院小児科地域連携集談会
　平成27年₂月25日（水）
　於　済生会横浜市南部病院
　共催：済生会横浜市南部病院小児科，
　　　　Meiji Seikaファルマ株式会社
　①抗グルタミン酸受容体抗体陽性の急性脳

炎の₁例 長崎　　梓先生
　②₃歳検尿を契機に見つかったDent病の

₁例 町田　　碧先生
　③甲状腺機能亢進症を呈したダウン症の₂

例 門倉　伶那先生
　④眼振を契機に診断に至った先天性白内障

の₁例 和田　容輔先生

 （文責：森　　哲夫）

金沢区小児科医会

　2015.₁. 31に新年合同研究会を行いまし
た。

第13回横浜市南部小児科医会・金沢区小児科
医会　新年合同研究会

　横浜市南部小児科医会　会長　森　　哲夫
　金沢区小児科医会　　　会長　浅井　義之

記

　日時：2015年₁月31日（土）
　　　　17：00〜18：30
　場所：横浜テクノタワーホテル18階
　　　　「グランシャリオ」
　　　　横浜市金沢区福浦₁−₁−₁
　　　　TEL：045（788）7400
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特別講演
　座長　国家公務員共済組合連合会
　　　　横浜南共済病院小児科部長
　　　　　成相　昭吉先生
　　　　 「日本におけるワクチンのインパク

トとこれからの課題」
　　　　　外房こどもクリニック院長
　　　　　黒木　春郎先生

　黒木先生には,学術的な立場に加えて実施
医家の視点から有益なお話を聞くことが出来
た。出席者は18名程だった。

 （文責　浅井　義之）

緑区小児科医会

　今年度は特段の活動は無かったが区乳児健
診は会員の方々のご協力により予定通り行わ
れた。
　緑区も小児人口が増えてきており，健診受
診者の数は明らかに増加した。多い時は90人
を超える。
　会員が₂名，区役所の医師₁名，時々青年
局の医師₁名が助人に入る。
　13時15分から14時45分の予定枠では当然な
がら終わらず，“特段のご配慮をお願いしま
す” と予め断りを入れ会員の方々にご協力を
いただいている。
　おおよそ月に₁回ずつの頻度で出動してい
ただいているが，会員の数が多くなく余裕が
無い。
　今年度は体調を壊されて出動出来なかった
会員がいたが，既に臨床を離れた会員が健診
に継続して御協力くださっているおかげでな
んとかやりくりができた。
　今年度の区乳児健診派遣の現状報告です。

 （文責　坂谷　恭子）

都筑区小児科医会

　都筑区小児科医会と昭和大学横浜市北部病
院との連携勉強会および港北循環器カンファ
ランスは合わせて今期₃回開催されました。

第37回「都筑区小児科医会と昭和大学横浜市
北部病院との連携勉強会」（小児科連携勉強
会）
　期日：平成26年10月10日（金）
　　　　午後₇時30分~
　会場：昭和大学横浜市北部病院西棟₄階講堂
　症例『当院におけるインフルエンザ桿菌お

よび肺炎球菌による髄膜炎，敗血症
の動向』

　　　　昭和大学横浜市北部病院こどもセン
ター 田鹿　牧子先生

　特別講演『予防接種の最近の話題~水痘ワ
クチン・成人肺炎球菌ワクチ
ン・インフルエンザワクチン
および予防接種の安全性の問
題を中心に~』

　　　　　　帝京大学医学部付属溝口病院
　　　　　　小児科教授 渡辺　　博先生

第16回港北小児循環器カンファレンス・第38
回都筑区小児科医会合同開催
　日時：2014年11月28日（金）
　　　　19：30〜21：00
一般演題：
座長：昭和大学横浜市北部病院　こどもセン

ター 梅田　　陽先生
演題１「意識消失発作，けいれん契機に診断

に至った特発性QT延長症候群の幼児
例」

　聖マリアンナ医科大学　小児科　
 森　　剛史先生
演題２「心身症としてフォローされていた心

房頻拍の女児例」
　昭和大学横浜市北部病院　こどもセンター
 山崎　武士先生



− 22 −

 庶　務　報　告 

１．平成26年度研修会
　H26.  10.  7（火）
　HOTEL　PLUMM
　出席者：43名
　　講演①　Ｂ型肝炎予防の新展開
　　　講師　済生会横浜市東部病院こどもセン

ター　小児肝臓消化器科
　　　　　　　顧問　藤澤　知雄　先生
　　講演②　10月以降に定期化された予防接種

に関して
　　　講師　帝京大学医学部附属溝口病院
　　　　　　　小児科教授　渡辺　　博　先生

₂．常任幹事会
　H26.  12.  3（水）
　於　ベイシェラトンホテル＆タワーズ
　出席者：11名

₃．役員会
　H27.  3.  25（水）
　於　ベイシェラトンホテル＆タワーズ
　出席者：16名

₄．第37回産婦人科・小児科研究会
　H27.  2.  6（金）
　於　横浜ベイホテル東急
　出席者：75名（小児科：49名）
　講演　「我が国のB型肝炎ウイルス感染症の現

状　−B型肝炎は性感染症なのか？−」
　講師　済生会横浜市東部病院　小児科
　　　　小児肝臓消化器科部長
　　　　　乾　あやの　先生

₅．広報活動
　H26.  10.  1（水）
　小児科医会ニュース（第49号）の発行

特別講演：
座長：昭和大学横浜市北部病院　循環器セン

ター　主任教授 富田　　英先生
演題：「こどもからおとなへの心臓を診る，

小児循環器学とのあゆみ」
　　　東京女子医科大学病院　
　　　小児循環器科　教授 中西　敏雄先生

第39回「都筑区小児科医会と昭和大学横浜市
北部病院との連携勉強会」（小児科連携勉強
会）
　期日：平成27年₂月13日（金）
　　　　午後₇時30分〜
　会場：昭和大学横浜市北部病院西棟４階講堂

　症例『副鼻腔炎に伴う頭痛について』
　演者： 昭和大学横浜市北部病院こどもセン

ター　助教 大戸　秀恭先生
　特別講演：『小児の頭痛について』
　演者：昭和大学江東豊洲病院
　　　　脳血管センター　センター長
 池田　尚人先生

 （文責：百々　秀心）



− 23 −

₆．表彰
　　横浜市長表彰（母子保健事業功労）受賞
　　　藤原　芳人　先生
　　横浜市医師会学術功労者表彰受賞
　　　大山　　学　先生

₇．その他
　＊東日本大震災義援金
　　（岩手・宮城・福島₃県小児科医会）
　　送金額：720,000円（H26. 11. 27送金）

　＊第22回横浜臨床医学会学術集談会
　　H26. 12.  3（土）
　　会場：ホテルキャメロットジャパン
　　小児科医会演題：
　　　横浜市西部地域における地域的水痘流行

に関する考察
　　小児科医会演者：
　　　池部　敏市　先生
　　　　（池部小児科・アレルギー科）

 （文責　大山　　学）

 会計報告（中間）

　横浜市小児科医会会計の中間報告を申し上げ
ます。

中間報告　H27.  3.  31現在

現在高  1,715,052円
（内訳）現金 0円
（　　　郵便貯金 434,524円
（　　　医師信用組合 1,280,528円

（会計　池部　敏市）

退会　₆名

区 　 名 氏　　名 備　考
保土ケ谷区 棚　瀬　　　延
南 区 鵜　養　澄　子 H27. 2. 24 ご逝去
旭 区 大　田　剛　穂 H27. 2. 23 ご逝去
戸 塚 区 村　田　　　篤 H27. 2. 03 ご逝去
南 区 小　島　巳枝子 H27. 3. 13 ご逝去
港 南 区 諸　富　千英子

会員数：245 名（平成 27 年₃月 31 日現在）

会 員 動 向（平成26年10月〜平成27年₃月）

入会　₃名

〒 224  0021
　都筑区北山田₂17₂
　（医）バンビーナ小児科
 TEL 045 593  0110　　　
　　　真砂野　　　仁

〒 221  0851
　神奈川区三ツ沢中町₈₆
　（医）まつうら小児科・内科
 TEL 045 321-3171　　　
　　　添　田　由希子

〒 226  0018　
　緑区長津田みなみ台₆ 24  13
　（医）夢明日ぽっけキッズクリニック
 TEL 045 988-5330　　　
　　　大　川　拓　也

異動　₁名

松　浦　幹　夫　　　　異動事項：施設住所変更
〒 221  0851
　神奈川区三ツ沢中町₈₆
　（医）まつうら小児科・内科 TEL 045 321-3171
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編 集 後 記編 集 後 記

　日本小児科医会の「地域総合小児認定制度」 
が，多少の混乱のうちスタートとなった。
　いろいろ解りにくい点もあるが，地域に貢献
する（診療・健診・予防接種等），学術とは直接
関係のない実地小児科臨床医の日常を評価し，
その地位を向上させようという目的意識には賛
同したい。
　私も先日，登録番号第74号を頂き，新たな気
持ちで，小児科開業医を続けて行けそうである。
 （広報担当常任幹事　大川　尚美）
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